
 3 月 11 日（火）に卒業式を終え、3 年生のみなさんは晃陽中を巣立っていきました。卒業したばか
りの時は、少しぼーっとしたり、思いっきり睡眠をとったり、体を動かしたり、友達と遊んだり、様々
だったと思います。それから 10 日・・・。そろそろ、それぞれの高校生活をスタートさせる準備をし
始めている頃ではないでしょうか。 
 1、2 年生のみなさん、中学卒業後から高校入学までの間、どんなことがあるか触れておきたいと思
います。ぜひ、来年、再来年の参考にしてください。 

【高校の学習課題について】 

 多くの高校では、入学手続きを行うと春休み中の課題が渡されます。また、４月には課題の内容から 

新入生学力テストを行う学校がほとんどです。テストをやらなくても、４月からの授業で確認テストを

行うこともあるそうです。高校の学習は、既にスタートしているのです。私立・県立ともに、すでに課

題が配付されている学校がほとんどかと思います。高校の入学式は早いです。課題が未提出だったり、

やりきれなかったりすることがないように、計画的に学習していくことが大切です。 

 

 

「高校入試の後、受検票ってどうすればよいですか？」と質問されることがよくあります。入学する

までの間に高校に問い合わせをする際、 受検番号を聞かれることがあります。また、自分がその高校を

受験した証になります。大切に保管しておきましょう。 

【県立高等学校合格発表について】  

  令和７年３月１２日（水） 

１ 各高校での掲示板による発表：午前１０時   

※手続きがあるので、午前１０時～11 時に必ず高校に行く。 

２ ホームページ公表：午前１１時～午後５時まで 

発表を確認したらすぐに手続きする。遅くとも 11 時 30 分までに完了を心掛ける。 

  手続きに関しては、高校の先生の指示に従う。手続き後、高校の制服の採寸をする学校もある

ので注意。渡された書類は、自宅で内容を確認する。分からないことは高校へ問い合わせをする。 

※一般選抜合格者は、受検票をもって高校へ行き手続きをする。 

※特別選抜内定者は、内定通知書と受検票をもって高校へ行き手続きをする。 

 

【県立高校定時制課程・通信制課程について】 

《定時制課程》令和 7 年度生入試の日程 

(1)  出願  令和７年 3 月 12 日（水）～令和７年 3 月 14 日（金）正午まで 
(2) 入学考査料（受験料）  950 円（栃木県収入証紙を用いる。） 
(3) 学力検査期日及び集合時刻    3 月 18 日(火) 午前 9 時集合  

時間 9:30～10:30 10:55～ 11:35 
教科 国語、社会、英語 数学、理科 

※ 500 点満点 学力検査に加えて、面接を行う。 
(4)  合格発表 3 月 24 日(月) 午前 10 時 
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《通信制課程》令和 7 年度生入試の日程 

(1) 設置校 宇都宮高等学校と学悠館高等学校  
(2) 出願  令和７年 3 月 12 日（水）～令和７年 3 月 25 日（火）まで 
(3) 面接等 学力試験は行わず、面接をもってこれに代える。 

面接等の期日は、令和７年 3 月 20 日（木）又は同月 26 日（水）のいずれか  
(4) 入学者の選抜 調査書その他必要な書類及び面接の結果等を資料として総合的に行う。 
(5) 合格発表  令和 7 年 3 月 27 日（木）   
    

【学力検査得点の開示】 

受検者のうち、学力検査の各教科の得点及び合計点の開示を希望する者は、下記の日程で受検先高

等学校において開示の請求が行える。その際に「受検票」を提示する。 

・令和７年３月２５日（火）から４月２４日（木）までの日（土・日、祝日は除く） 

・午後４時～午後７時まで 

 

【県立高校一般選抜入試報告】 
〈2025 年度県立一般選抜 面接試験内容〉 
 ・この学科を選んだ理由と学びたいこと。 
 ・中学校生活で頑張ったこと。そこで学んだこと。 
 ・中学校生活で心掛けたこと 
 ・高校入学してからの目標と高校卒業後の進路。 
◇先輩からのアドバイス◇ 
 「周りの人たちに流されない。目を見てはきはき言うことが大事です！」 
 「ある程度すらすら答えられるように、自分が言いたいと思うことを短い言葉で簡潔に整理しておき 

ましょう。」 
 

【東京大学に入る子の特長とは】 
 「東大に入る子は、幼いときから何か特長があるのか、もしあるとすれば、それはどんなものなのか」
ある本にこんな記事が載っていました。その本によると東大生親子の座談会を開いて、このことを調査
したというのです。それによると、「当たり前のことを当たり前にやれていた」ということだそうです。
例えば、朝食をちゃんととるとか、時間を守るとか、あいさつをしっかりとするとか。ちょっと意外か
もしれませんが、それが全家庭に共通した意見だったのです。 
 また、実に６割の東大生が、幼い頃から親に「勉強しろ」と言われたことがないというのです。「勉
強しなさい」という前に、自分からぱっと勉強を始めているのだそうです。さらに、よく遊び、家の手
伝いもよくしており、その活動に凝り、工夫をしていたそうです。トランプ好きで、遊んでいるうちに
数の数え方を覚えてしまったとか、買い物の手伝いをよくしていて、計算が得意になったという意見が
すごく多かったのです。つまり、東大生は「遊びやお手伝い」を通じて、自然に勉強できていたようで
す。 
 ここで、ポイントを整理すると次のようになります。 

ポイント１ 当たり前のことを当たり前にやれる 
 ポイント２ 自分から勉強に取り組む 
 ポイント３ 活動に凝り、生活を通じて学ぶ 

 
 

 
 

１、２年生のみなさん、もうすぐ春休みに入ります。ぜひ、この春休みを大切に過ごしてくださ
い。今年度の学習内容の復習をしましょう。学校で使っていたワーク、塾や自分で買った問題集な
どなど、自分が取り組みやすいもので、得意なものを伸ばすのもよし、苦手教科克服に頑張るもよ
し、何事も準備が大切。学年が一つ上がり、新学期がスタートします。一歩大きく踏み出す準備を
しましょう。 


